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月11日㈪
開会の予定です
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洲

　ボーイスカウト長洲第１団は、昭和39年に発
団しもうすぐ50年を迎えます。現在、行政や企
業、地域社会において中核を担うスカウトや指
導者経験者の人材を多く輩出してきました。
　ボーイスカウト運動はモットーを「備えよ常
に」、スローガン「日日の善行」を掲げ、青少年が
自らの健康を築き、社会に奉仕できる能力と人
生に役立つ技能を体得し、誠実、勇気、自信及
び国際愛と人道主義を把握し、実践できるよう
小学校入学前の園児から高校生までが、研修を
受けた情熱を持つ指導者のもと日々活動をい
たしております。残念ながらスカウトが少子化と
部活動の関係で年々減少しているのが現状で
す。この機会にこの素晴らしい活動に参加して
みませんか。
問い合わせ先
団委員長　入口　秀記　0968-78-3290
団事務局　福島　正照　0968-78-4097

町民の声傍聴
席から一言傍聴
席から一言 町民の声

町民のひろば町民のひろば町民のひろば

　今回の町議会傍聴のきっかけは、ある町内
の道路の件で、道路行政の遅れを感じる事例
があったことと、空き家についての質疑がある
ということで、初めての議会傍聴となりました。
議会を傍聴しての感想は、傍聴者が少ないこ
とと、町議の方の質問に対し、執行部側の準備
不足と対応のスピードが欠けているように感
じました。保育園から小・中学校まで各種の課
題があるようですが、子どもは赤ちゃんの時か
ら、五感を通して教育を受けているわけです
から、形容詞的なビジョンや法律論にかかわ
らずに、教育で県下No.１を実現する為、具体
的な方向性・施策を論議して欲しいと思いま
す。高齢化と人口減少が進む中、定住化促進
と空き家対策は、町の活力向上と下水道収入
の改善策になると思います。これからも、議会と
行政が切磋琢磨して、町民目線での議論を切
に望みたいと思います。

上田　勉さん（葛輪区）

　

郵
便
受
け
に
は
手
紙
や

は
が
き
の
他
に
自
動
振
替

の
領
収
書
や
広
告
等
の
も

の
が
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
用
件
別
に
分
類
し

て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
領
収
書
は
ま
と

め
て
５
年
間
と
っ
て
お
く
。

手
紙
や
は
が
き
で
返
事
を

必
要
と
す
る
も
の
、
案
内

状
な
ど
内
容
別
に
月
ご
と

年
ご
と
に
ま
と
め
て
保
存

す
る
。
整
理
整
頓
は
大
切

な
こ
と
で
す
。「
議
会
だ
よ

り
」
も
文
言
や
レ
イ
ア
ウ

ト
を
整
理
し
読
み
や
す
く

し
ま
す
。

（
宮
本
）

ひ
と
言

ひ
と
言

１月13日 消防出初式 腹赤小学校１月13日 消防出初式 腹赤小学校

ボーイスカウト長洲第１団

進め　ちびっ子消防団
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定　例　会定　例　会

総額62億2512万円総額62億2512万円
一般会計へ3億55万円を追加一般会計へ3億55万円を追加

平成24年度 補正予算平成24年度 補正予算

予算額（万円）事業名 事　　業　　概　　要

一 般 会 計 補 正 予 算 の 主 な 事 業

自然エネルギー推進地として多くの人に訪れてもらうため
周知活動を行う。

平成23年度障がい者自立支援介護給付費・訓練等給付費国
庫負担金及び県費負担金等の精算。

整備済の農地に暗きょ排水を設置することで乾田化を促進
し圃場の高度利用を図る。

浸水の恐れがある箇所を抽出し、９月の台風で浸水被害が
あった新川漁港周辺について対策の概略案を検討。

学校に登校するが、教室に入れない児童生徒の心のケア等
を行う。

ヘドロ等を除去し、豊かな漁場を取り戻すことを目指す。

腹赤保育所建設時の借金の残りを一括返済するもの。

不動産の相続登記がされず、所有者が明らかでない不動産
の管理や賦課徴収業務を適正に行うために相続人等を調査
する。

地域福祉センターに災害時に備えて太陽光発電設備施設等
を整備し、災害に強く自立したまちづくり及び地域住民の
安心の確保。

42.8
有明ソーラーパワー
広報活動事業委託

33.6不動産相続人調査等賃金

811.1
障 害 者 自 立 支 援
介護給付費等返還金

1290
地 域 福 祉 セ ン タ ー
太 陽 光 発 電 設 備

2625

105.9

暗きょ排水整備事業

長洲地先漁業振興事業

129.2
新 川 漁 港 等
高 潮対策調査委託

109.5
浦 畑 ・ 新 邸 線 末端
排 水 路 改 良 事 業

106
児童・生徒学習支援員
報 酬

2144
腹赤保育所の民営化に伴う
施設譲渡による繰上償還

【
主
な
質
疑
】

（
磯
野
議
員
）

不
動
産
相
続
人
の
調

査
等
事
業
臨
時
職
員
賃
金

と
あ
る
が
、本
町
で
は
、そ

う
い
っ
た
案
件
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

（
税
務
課
長
）

不
動
産
の
相
続
登
記

が
さ
れ
て
お
ら
ず
所
有
者

が
明
ら
か
で
な
い
不
動
産

の
賦
課
徴
収
業
務
等
を
適

正
に
行
う
た
め
に
不
動
産

の
相
続
人
等
を
調
査
す
る

も
の
で
、本
町
で
は
７
件
あ

る
。

（
浦
辺
議
員
）

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

太
陽
光
発
電
設
備
等
整
備

事
業
の
内
訳
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

災
害
時
の
防
災
拠
点

施
設
で
あ
る
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
防
災
機
能
を
整

備
す
る
と
い
う
こ
と
で
太

陽
光
発
電
等
の
設
備
を
整

備
す
る
も
の
。太
陽
光
関
係

に
９
０
０
万
円
弱
、蓄
電
池

関
係
に
３
０
０
万
円
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
街
路
灯
に
１
０
０
万

円
に
な
る
。

（
浦
辺
議
員
）

高
潮
対
策
調
査
委
託

費
と
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

９
月
17
日
に
台
風
16

号
の
接
近
と
大
潮
の
時
期

が
重
な
り
、新
川
漁
港
付
近

で
、民
家
２
軒
で
の
床
下
浸

水
が
発
生
し
た
。そ
の
た
め

に
調
査
、対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
、計
画
の
た
め
の

事
業
費
で
あ
る
。

（
樋
口
議
員
）

児
童
生
徒
学
習
支
援

事
業
報
酬
と
は
。

（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
に
は
登
校
で
き

る
が
、教
室
に
入
れ
な
い
児

童
・
生
徒
に
対
し
、心
の
不

安
や
緊
張
感
を
和
ら
げ
た

り
、学
習
支
援
を
行
う
た
め

に
、小
学
校
１
名
、中
学
校

２
名
を
緊
急
雇
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
市
原
議
員
）

障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
普
及
啓
発
事
業
の

職
員
報
酬
と
あ
る
が
。

（
福
祉
保
険
介
護
課
長
）

平
成
24
年
10
月
か
ら

開
設
さ
れ
た
障
害
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓

発
を
図
る
目
的
と
し
て
、啓

発
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
及
び
訪
問
に
よ
る
説

明
や
、障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

の
現
況
の
調
査
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

（
川
本
議
員
）

前
浜
住
宅
の
家
賃
助

成
に
つ
い
て
９
月
議
会
で

の
や
り
取
り
の
後
、再
検
討

さ
れ
た
の
か
。

（
建
設
農
政
課
長
）

９
月
議
会
で
２
点
ほ

ど
指
摘
を
受
け
た
。１
つ
は

根
拠
法
令
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
、事
務
取
扱
要
綱
を

制
定
し
、家
賃
の
減
額
後
さ

ら
に
入
居
者
の
安
定
を
図

る
た
め
の
家
賃
の
助
成
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

（
永
田
議
員
）

区
内
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
た
が
相
続
人
が
い
な

か
っ
た
。預
金
や
土
地
は
国

庫
に
入
る
こ
と
と
な
る
。生

前
、寄
附
の
意
思
を
確
認
さ

れ
て
い
れ
ば
、町
や
区
に
反

映
さ
れ
た
と
思
う
が
。

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

今
後
は
後
見
人
制
度

等
を
活
用
し
広
く
住
民
に

周
知
し
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
対
策
を
と
り

た
い
。

問答答 問

問問

問問 答答

答答

問

答

平
成
24
年
度
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
10
日
開
会
し
、13
日
ま
で
開
か
れ
た
。

　

慎
重
審
議
の
う
え

 

全
議
案
可
決
さ
れ
た
。

防災拠点に太陽光発電を整備が進む暗きょ排水急務！！高潮対策

浦畑・新邸線の排水末端部の排水改良を行うため、用地を
取得する。

ほ
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定　例　会定　例　会

総額62億2512万円総額62億2512万円
一般会計へ3億55万円を追加一般会計へ3億55万円を追加

平成24年度 補正予算平成24年度 補正予算

予算額（万円）事業名 事　　業　　概　　要

一 般 会 計 補 正 予 算 の 主 な 事 業

自然エネルギー推進地として多くの人に訪れてもらうため
周知活動を行う。

平成23年度障がい者自立支援介護給付費・訓練等給付費国
庫負担金及び県費負担金等の精算。

整備済の農地に暗きょ排水を設置することで乾田化を促進
し圃場の高度利用を図る。

浸水の恐れがある箇所を抽出し、９月の台風で浸水被害が
あった新川漁港周辺について対策の概略案を検討。

学校に登校するが、教室に入れない児童生徒の心のケア等
を行う。

ヘドロ等を除去し、豊かな漁場を取り戻すことを目指す。

腹赤保育所建設時の借金の残りを一括返済するもの。

不動産の相続登記がされず、所有者が明らかでない不動産
の管理や賦課徴収業務を適正に行うために相続人等を調査
する。

地域福祉センターに災害時に備えて太陽光発電設備施設等
を整備し、災害に強く自立したまちづくり及び地域住民の
安心の確保。

42.8
有明ソーラーパワー
広報活動事業委託

33.6不動産相続人調査等賃金

811.1
障 害 者 自 立 支 援
介護給付費等返還金

1290
地 域 福 祉 セ ン タ ー
太 陽 光 発 電 設 備

2625

105.9

暗きょ排水整備事業

長洲地先漁業振興事業

129.2
新 川 漁 港 等
高 潮対策調査委託

109.5
浦 畑 ・ 新 邸 線 末端
排 水 路 改 良 事 業

106
児童・生徒学習支援員
報 酬

2144
腹赤保育所の民営化に伴う
施設譲渡による繰上償還

【
主
な
質
疑
】

（
磯
野
議
員
）

不
動
産
相
続
人
の
調

査
等
事
業
臨
時
職
員
賃
金

と
あ
る
が
、本
町
で
は
、そ

う
い
っ
た
案
件
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

（
税
務
課
長
）

不
動
産
の
相
続
登
記

が
さ
れ
て
お
ら
ず
所
有
者

が
明
ら
か
で
な
い
不
動
産

の
賦
課
徴
収
業
務
等
を
適

正
に
行
う
た
め
に
不
動
産

の
相
続
人
等
を
調
査
す
る

も
の
で
、本
町
で
は
７
件
あ

る
。

（
浦
辺
議
員
）

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

太
陽
光
発
電
設
備
等
整
備

事
業
の
内
訳
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

災
害
時
の
防
災
拠
点

施
設
で
あ
る
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
防
災
機
能
を
整

備
す
る
と
い
う
こ
と
で
太

陽
光
発
電
等
の
設
備
を
整

備
す
る
も
の
。太
陽
光
関
係

に
９
０
０
万
円
弱
、蓄
電
池

関
係
に
３
０
０
万
円
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
街
路
灯
に
１
０
０
万

円
に
な
る
。

（
浦
辺
議
員
）

高
潮
対
策
調
査
委
託

費
と
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

９
月
17
日
に
台
風
16

号
の
接
近
と
大
潮
の
時
期

が
重
な
り
、新
川
漁
港
付
近

で
、民
家
２
軒
で
の
床
下
浸

水
が
発
生
し
た
。そ
の
た
め

に
調
査
、対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
、計
画
の
た
め
の

事
業
費
で
あ
る
。

（
樋
口
議
員
）

児
童
生
徒
学
習
支
援

事
業
報
酬
と
は
。

（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
に
は
登
校
で
き

る
が
、教
室
に
入
れ
な
い
児

童
・
生
徒
に
対
し
、心
の
不

安
や
緊
張
感
を
和
ら
げ
た

り
、学
習
支
援
を
行
う
た
め

に
、小
学
校
１
名
、中
学
校

２
名
を
緊
急
雇
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
市
原
議
員
）

障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
普
及
啓
発
事
業
の

職
員
報
酬
と
あ
る
が
。

（
福
祉
保
険
介
護
課
長
）

平
成
24
年
10
月
か
ら

開
設
さ
れ
た
障
害
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓

発
を
図
る
目
的
と
し
て
、啓

発
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
及
び
訪
問
に
よ
る
説

明
や
、障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

の
現
況
の
調
査
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

（
川
本
議
員
）

前
浜
住
宅
の
家
賃
助

成
に
つ
い
て
９
月
議
会
で

の
や
り
取
り
の
後
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関
に
準

〉
容
内
〈

の
も
る
よ
に
正
改
の
法
道
水

決
可
　
成
賛
員
全

健
童
児
後
課
放
町
洲
長
●

の
例
条
置
設
設
施
成
育
全

正
改
部
一

〉
容
内
〈

る
よ
に
正
改
の
法
祉
福
童
児

の
も

決
可
　
成
賛
員
全

条
除
排
団
力
暴
町
洲
長
●

正
改
部
一
の
例

〉
容
内
〈

行
な
当
不
る
よ
に
員
団
力
暴

律
法
る
す
関
に
等
止
防
の
為

の
も
る
よ
に
正
改
の

決
可
　
成
賛
員
全

答

答答

答答答

問

問

問問

問 問

定　例　会

業
事
道
水
下
共
公

〉
容
内
〈

正
補
の
為
行
担
負
務
債

業
事
託
委
務
業

円
万
２
０
３
１
額
度
限

決
可
　
成
賛
員
全

業

事

道

水

〉
容
内
〈

万
５
９
６
２
に
用
費
業
事

、
し
加
追
を
円
０
０
０
４

０
０
５
万
０
２
６
６
億
２

。
る
す
と
円
０

０
０
５
１
に
出
支
的
本
資

、
し
加
追
を
円
０
０
０
２
万

０
０
７
万
８
１
６
４
億
１

。
る
す
と
円
０

決
可
　
成
賛
員
全

ぞ
の

認
承
の
分
処
決
専

算
予
正
補
計
会
別
特
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一 般 質 問一 般 質 問

答

磯 野 博 議 員

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

財
政
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
す
る

本町独自の給食を

本
町
の
中
学
校
統
廃

合
の
今
後
の
方
向
性

は
。

（
教
育
長
）

腹
栄
中
・
長
洲
中
学

校
の
教
育
の
成
果
や
課
題

及
び
生
徒
数
の
推
移
を
把

握
し
、学
校
や
家
庭
及
び
地

域
の
皆
様
と
連
携
し
、今
後

も
教
育
委
員
会
に
お
い
て

話
し
合
っ
て
い
く
。

10
年
後
の
中
学
校
生

徒
数
は
。

（
学
校
教
育
課
長
）

中
学
１
年
１
３
４
名
、

２
年
１
２
４
名
、３
年
１
３

６
名
と
な
る
。

合
併
55
周
年
を
迎
え

た
本
町
だ
が
本
当
の

合
併
は
中
学
校
が
一
つ
に

な
っ
て
か
ら
だ
と
私
は
思

う
。今
か
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
10
年
先
に
は
実
現
で

き
な
い
。考
え
を
伺
う
。

（
町
長
）

定
住
化
に
向
け
た
施

策
を
検
討
し
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
。そ
れ

で
も
、子
ど
も
の
数
が
ふ
え

な
い
。中
学
校
が
や
っ
て
い

け
な
く
な
っ
て
統
廃
合
を

検
討
し
て
い
く
。

保
護
者
の
意
見
、ア

ン
ケ
ー
ト
等
把
握
し

て
い
る
か
。

（
教
育
長
）

地
区
校
区
の
皆
様
と

話
す
機
会
が
あ
り
伺
っ
て

い
る
。統
廃
合
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
し
て
い
な
い
。

問答

問問 答

問答

答

中
学
校
統
廃
合
、早
急
な
取
り
組
み
を
！！

見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
く

本
町
の
学
校
給
食
の

今
後
の
方
向
性
は
。

（
教
育
長
）

学
校
給
食
法
が
平
成

21
年
に
改
正
さ
れ
た
。そ
れ

ら
の
目
的
・
目
標
を
踏
ま
え
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
を
守
り
、

安
全
で
喜
ば
れ
る
学
校
給

食
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

私
は
、本
町
に
給
食

セ
ン
タ
ー
は
絶
対
に

必
要
だ
と
思
う
。中
長
期
計

画
で
、本
町
独
自
で
建
設
で

き
な
い
も
の
か
。町
長
の
英

断
が
必
要
だ
。

（
町
長
）

今
後
、荒
尾
市
の
給

食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
時

期
に
あ
わ
せ
、引
き
続
き
委

託
も
し
く
は
共
同
施
設
設

置
、ま
た
は
民
間
の
資
金
や

技
術
力
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ

問問

Ｉ
手
法
に
よ
る
町
内
へ
の

建
設
な
ど
皆
様
の
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
幅
広
く

検
討
す
る
と
平
成
24
年
３

月
議
会
で
答
弁
し
た
。財
政

状
況
を
み
な
が
ら
検
討
す

る
。

給
食
費
を
全
額
無
料

化
、こ
の
よ
う
な
施

策
を
打
ち
出
す
考
え
は
。

（
町
長
）

玉
名
郡
内
の
他
町
で

は
給
食
費
一
部
補
助
を

行
っ
て
い
る
。下
水
道
赤
字

が
解
消
さ
れ
た
後
は
、給
食

費
一
部
補
助
を
考
え
て
い

く
。

下
水
道
の
赤
字
解
消

後
、給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
は
。

（
町
長
）

町
単
独
で
運
営
す
る

と
か
な
り
の
コ
ス
ト
が
か

か
る
。給
食
費
の
補
助
と
ど

ち
ら
を
優
先
的
に
す
る
か

議
論
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。私
も
十
分
認
識
し
て

い
る
。

問

問答

答

答

答

緊
急
行
財
政
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
は

平
成
26
年
度
ま
で
に
累
積
赤
字
を
解
消
す
る

答

今
後
の
財
政
の
見
通
し
は

厳
し
い
状
況
は
続
く
が
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
な
が
ら
取
り
組
み
た
い

浦辺朝章議員

26年度までに赤字解消が見込まれる下水道

人口の推移 13歳（中学１年生）
450人

400人

350人

300人

250人

200人

150人

100人

50人

0人
昭和
40年

昭和
50年

昭和
60年

平成
4年

平成
14年

平成
24年

平成
34年

（見込み）

402人

245人

134人

広域合併は見送られた

緊
急
行
財
政
行
動
計

画
の
進
捗
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
問
う
。

（
町
長
）

公
共
下
水
道
特
別
会

計
の
赤
字
に
よ
る
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
、解
消
可
能

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、財
政

再
生
団
体
等
に
陥
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

進
捗
状
況
は
平
成
19
年

度
末
約
20
億
円
あ
っ
た
累

積
赤
字
が
23
年
度
末
で
約

６
億
３
０
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
る
。こ
れ
も
平
成

26
年
度
ま
で
に
解
消
す
る

予
定
。

　

課
題
は
財
政
の
健
全
化

指
標
の
実
質
公
債
比
率
を

低
く
抑
え
た
い
。

問答

今
後
の
財
政
の
見
通

し
は
。

（
町
長
）

扶
助
費
や
医
療
費
関

係
、特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
増
加
、消
防
費
な
ど
の
負

担
金
増
加
も
懸
念
さ
れ
、財

政
状
況
は
厳
し
い
が
、将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
収

支
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
町
民

に
満
足
を
与
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

今
後
の
赤
字
解
消
に

向
け
て
、一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
し
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

（
総
務
課
長
）

25
年
・
26
年
の
２
か
年

で
12
億
円
か
ら
13
億
円
の

繰
出
し
を
予
定
し
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
は
ど

れ
く
ら
い
か
。そ
の

中
に
占
め
る
、人
件
費
、扶

助
費
、公
債
費
は
ど
れ
く
ら

い
の
割
合
か
。ま
た
医
療
関

係
特
別
会
計
の
繰
出
し
は

い
く
ら
か
。

（
総
務
課
長
）

経
常
収
支
比
率
は

85
・
４
％
で
、そ
の
内
、人
件

費
が
18
・
４
％
、扶
助
費
が

6.0
％
、公
債
費
が
13
・
３
％

で
す
。医
療
特
会
へ
の
繰
出

し
は
、６
億
１
７
０
０
万
円

で
経
常
収
支
比
率
に
占
め

る
割
合
は
9.4
％
で
あ
る
。

経
常
収
支
比
率
の

85
・
４
％
は
他
町
と

比
べ
て
高
い
と
思
う
が
望

ま
し
い
数
値
は
。

（
総
務
課
長
）

健
全
な
数
値
は
75
％

以
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

消
防
関
係
の
負
担
金

増
額
と
は
。

（
総
務
課
長
）

平
成
28
年
に
は
全
て

の
消
防
本
部
で
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
化
と
な
る
が
広

域
ブ
ロ
ッ
ク
の
話
が
不
調

と
な
っ
た
の
で
市
町
村
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。ま

た
市
町
村
の
基
準
財
政
需

要
額
按
分
の
負
担
率
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
る
。

問問 答

問問 答

問答 答

答

269人
262人

182人 150人
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の
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を

財
政
状
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を
み
な
が
ら
検
討
す
る

本町独自の給食を

本
町
の
中
学
校
統
廃

合
の
今
後
の
方
向
性

は
。

（
教
育
長
）

腹
栄
中
・
長
洲
中
学

校
の
教
育
の
成
果
や
課
題

及
び
生
徒
数
の
推
移
を
把

握
し
、学
校
や
家
庭
及
び
地

域
の
皆
様
と
連
携
し
、今
後

も
教
育
委
員
会
に
お
い
て

話
し
合
っ
て
い
く
。

10
年
後
の
中
学
校
生

徒
数
は
。

（
学
校
教
育
課
長
）

中
学
１
年
１
３
４
名
、

２
年
１
２
４
名
、３
年
１
３

６
名
と
な
る
。

合
併
55
周
年
を
迎
え

た
本
町
だ
が
本
当
の

合
併
は
中
学
校
が
一
つ
に

な
っ
て
か
ら
だ
と
私
は
思

う
。今
か
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
10
年
先
に
は
実
現
で

き
な
い
。考
え
を
伺
う
。

（
町
長
）

定
住
化
に
向
け
た
施

策
を
検
討
し
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
。そ
れ

で
も
、子
ど
も
の
数
が
ふ
え

な
い
。中
学
校
が
や
っ
て
い

け
な
く
な
っ
て
統
廃
合
を

検
討
し
て
い
く
。

保
護
者
の
意
見
、ア

ン
ケ
ー
ト
等
把
握
し

て
い
る
か
。

（
教
育
長
）

地
区
校
区
の
皆
様
と

話
す
機
会
が
あ
り
伺
っ
て

い
る
。統
廃
合
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
し
て
い
な
い
。

問答

問問 答

問答

答

中
学
校
統
廃
合
、早
急
な
取
り
組
み
を
！！

見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
く

本
町
の
学
校
給
食
の

今
後
の
方
向
性
は
。

（
教
育
長
）

学
校
給
食
法
が
平
成

21
年
に
改
正
さ
れ
た
。そ
れ

ら
の
目
的
・
目
標
を
踏
ま
え
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
を
守
り
、

安
全
で
喜
ば
れ
る
学
校
給

食
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

私
は
、本
町
に
給
食

セ
ン
タ
ー
は
絶
対
に

必
要
だ
と
思
う
。中
長
期
計

画
で
、本
町
独
自
で
建
設
で

き
な
い
も
の
か
。町
長
の
英

断
が
必
要
だ
。

（
町
長
）

今
後
、荒
尾
市
の
給

食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
時

期
に
あ
わ
せ
、引
き
続
き
委

託
も
し
く
は
共
同
施
設
設

置
、ま
た
は
民
間
の
資
金
や

技
術
力
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ

問問

Ｉ
手
法
に
よ
る
町
内
へ
の

建
設
な
ど
皆
様
の
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
幅
広
く

検
討
す
る
と
平
成
24
年
３

月
議
会
で
答
弁
し
た
。財
政

状
況
を
み
な
が
ら
検
討
す

る
。

給
食
費
を
全
額
無
料

化
、こ
の
よ
う
な
施

策
を
打
ち
出
す
考
え
は
。

（
町
長
）

玉
名
郡
内
の
他
町
で

は
給
食
費
一
部
補
助
を

行
っ
て
い
る
。下
水
道
赤
字

が
解
消
さ
れ
た
後
は
、給
食

費
一
部
補
助
を
考
え
て
い

く
。

下
水
道
の
赤
字
解
消

後
、給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
は
。

（
町
長
）

町
単
独
で
運
営
す
る

と
か
な
り
の
コ
ス
ト
が
か

か
る
。給
食
費
の
補
助
と
ど

ち
ら
を
優
先
的
に
す
る
か

議
論
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。私
も
十
分
認
識
し
て

い
る
。

問

問答

答

答

答

緊
急
行
財
政
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
は

平
成
26
年
度
ま
で
に
累
積
赤
字
を
解
消
す
る

答

今
後
の
財
政
の
見
通
し
は

厳
し
い
状
況
は
続
く
が
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
な
が
ら
取
り
組
み
た
い

浦辺朝章議員

26年度までに赤字解消が見込まれる下水道
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緊
急
行
財
政
行
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計

画
の
進
捗
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
問
う
。

（
町
長
）
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共
下
水
道
特
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会

計
の
赤
字
に
よ
る
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
、解
消
可
能

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、財
政

再
生
団
体
等
に
陥
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

進
捗
状
況
は
平
成
19
年

度
末
約
20
億
円
あ
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た
累

積
赤
字
が
23
年
度
末
で
約

６
億
３
０
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
る
。こ
れ
も
平
成

26
年
度
ま
で
に
解
消
す
る

予
定
。

　

課
題
は
財
政
の
健
全
化

指
標
の
実
質
公
債
比
率
を

低
く
抑
え
た
い
。

問答

今
後
の
財
政
の
見
通

し
は
。

（
町
長
）

扶
助
費
や
医
療
費
関

係
、特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
増
加
、消
防
費
な
ど
の
負

担
金
増
加
も
懸
念
さ
れ
、財

政
状
況
は
厳
し
い
が
、将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
収

支
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
町
民

に
満
足
を
与
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

今
後
の
赤
字
解
消
に

向
け
て
、一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
し
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

（
総
務
課
長
）

25
年
・
26
年
の
２
か
年

で
12
億
円
か
ら
13
億
円
の

繰
出
し
を
予
定
し
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
は
ど

れ
く
ら
い
か
。そ
の

中
に
占
め
る
、人
件
費
、扶

助
費
、公
債
費
は
ど
れ
く
ら

い
の
割
合
か
。ま
た
医
療
関

係
特
別
会
計
の
繰
出
し
は

い
く
ら
か
。

（
総
務
課
長
）

経
常
収
支
比
率
は

85
・
４
％
で
、そ
の
内
、人
件

費
が
18
・
４
％
、扶
助
費
が

6.0
％
、公
債
費
が
13
・
３
％

で
す
。医
療
特
会
へ
の
繰
出

し
は
、６
億
１
７
０
０
万
円

で
経
常
収
支
比
率
に
占
め

る
割
合
は
9.4
％
で
あ
る
。

経
常
収
支
比
率
の

85
・
４
％
は
他
町
と

比
べ
て
高
い
と
思
う
が
望

ま
し
い
数
値
は
。

（
総
務
課
長
）

健
全
な
数
値
は
75
％

以
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

消
防
関
係
の
負
担
金

増
額
と
は
。

（
総
務
課
長
）

平
成
28
年
に
は
全
て

の
消
防
本
部
で
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
化
と
な
る
が
広

域
ブ
ロ
ッ
ク
の
話
が
不
調

と
な
っ
た
の
で
市
町
村
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。ま

た
市
町
村
の
基
準
財
政
需

要
額
按
分
の
負
担
率
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
る
。

問問 答

問問 答

問答 答

答

269人
262人

182人 150人
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一 般 質 問一 般 質 問

どこから飛んでくるのだろうか

ザ
ラ
ザ
ラ
の
犯
人
は
！！

　

調
査
を
県
に
要
望
し
て
い
る

野ざらしの空き家

町
内
に
廃
屋
、空
き

家
が
あ
ち
こ
ち
に
あ

る
。状
況
把
握
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

（
町
長
）

全
国
的
に
空
き
家
・

廃
屋
が
増
加
し
、安
心
な
ま

ち
づ
く
り
や
事
件
事
故
の

未
然
防
止
の
観
点
か
ら
も

そ
の
対
応
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。実
態
を
把
握

す
る
た
め
、平
成
22
年
度
区

長
協
力
の
も
と
、家
屋
の
所

在
地
、建
物
の
構
造
、居
住

の
可
能
性
に
つ
い
て
１
６

３
件
の
実
態
調
査
を
行
っ

た
。校
区
ご
と
の
内
訳
は
長

洲
１
０
３
件
、清
里
９
件
、

腹
赤
16
件
、六
栄
35
件
で
、

居
住
困
難
な
も
の
が
全
体

の
４
割
弱
で
、早
急
な
対
応

が
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

が
１
割
弱
あ
る
。空
き
家
は

す
ぐ
に
居
住
で
き
る
も
の
、

改
装
す
れ
ば
居
住
で
き
る

も
の
、解
体
を
要
す
る
も
の

等
形
態
は
様
々
で
あ
る
。居

住
可
能
な
も
の
は
、空
き
家

バ
ン
ク
の
登
録
や
解
体
が

必
要
な
も
の
は
条
例
整
備

な
ど
、定
住
促
進
の
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
空
き
家

の
形
態
に
基
づ
き
有
効
な

対
策
を
検
討
す
る
。危
険
な

空
き
家
や
廃
屋
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
所
有
者
を
調

査
し
連
絡
を
と
っ
て
適
正

な
管
理
を
行
う
。

他
の
市
町
村
で
は
条

例
制
定
も
進
ん
で
い

る
。町
の
考
え
は
ど
う
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

来
年
度
空
き
家
の

様
々
な
廃
屋
の
状
態
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
有
効
な

対
策
を
検
討
す
る
。

問答

問答

廃
屋
・
空
き
家
の
条
例
化
を
急
ぐ
こ
と

廃
屋
の
形
態
に
基
づ
き
有
効
な
対
策
を
検
討
す
る

答

空
中
飛
散
物
が
車
の

屋
根
と
か
ボ
ン
ネ
ッ

ト
へ
付
着
し
ザ
ラ
ザ
ラ
し

て
い
る
。

（
町
長
）

飛
散
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
塗
装
作
業
標
準
書

及
び
高
所
で
の
塗
装
作
業

中
の
防
止
対
策
手
順
書
に

基
づ
き
徹
底
し
た
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
る
。ま
た
塗

料
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
岸

壁
で
の
塗
装
は
船
の
デ
ッ

キ
の
上
塗
り
で
あ
り
そ
の

問

際
は
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
を

張
っ
て
作
業
し
て
い
る
。

車
に
付
着
す
る
物
質

が
な
ん
で
あ
る
か
調

べ
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た

め
に
は
、公
正
な
立
場
の
検

査
機
関
で
行
う
よ
う
に
県

に
依
頼
し
た
ら
ど
う
か
。

（
住
民
環
境
課
長
）

来
年
度
の
予
算
で
で

き
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。

（
町
長
）

第
３
者
機
関
を
活
用

す
る
。

問

答答

宮本哲太郎議員

答

ー
な
ぜ
撤
去
し
な
い
ー『
駅
周
辺
は
放
置
自
転
車
の
山
』

終
戦
記
念
日
の

　
　
　
　

８
月
15
日
に
は
黙
と
う
を

放
置
自
転
車
の
撤
去
等
に
関
す
る
条
例
の
整
備
を
急
ぎ
た
い

答

放置自転車の山

駅
は
陸
の
玄
関
口
で

あ
る
。そ
の
北
側
、南

側
の
駐
輪
場
に
は
放
置
自

転
車
が
山
の
よ
う
に
積
ん

で
あ
り
、３
〜
４
年
撤
去
さ

れ
な
い
ま
ま
の
状
態
だ
。な

ぜ
撤
去
し
な
い
の
か
。

（
町
長
）

現
在
ま
で
、北
側
南
側

と
も
明
確
な
駐
輪
場
と
し

て
の
位
置
づ
け
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、ま
た
管
理
も
北
側

は
Ｊ
Ｒ
、南
側
は
町
と
な
っ

て
お
り
、統
一
的
管
理
が
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

過
去
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
り
撤
去
活
動
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
あ
る
が
町
と

し
て
は
手
つ
か
ず
の
状
態

に
な
っ
て
い
た
。こ
の
こ
と

は
反
省
す
べ
き
で
あ
り
、今

後
は
駅
の
景
観
管
理
の
強

化
を
図
る
た
め
、禁
止
看
板

の
設
置
や
放
置
自
転
車
撤

去
等
に
関
す
る
条
例
の
整

備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
長
も
含
め
長
洲
駅

を
利
用
す
る
職
員
、

通
勤
で
毎
日
通
る
職
員
の

中
に
は
気
付
い
た
人
が
何

人
も
い
た
は
ず
だ
。落
書
き

の
問
題
も
そ
う
だ
が
何
年

も
ほ
っ
た
ら
か
し
に
す
る

の
で
は
な
く
、常
日
頃
か
ら

も
っ
と
問
題
意
識
を
持
つ

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）

明
確
に
所
管
す
る
課

も
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
質
問
が
あ
る
ま
で
気

付
か
な
か
っ
た
こ
と
は
反

省
を
し
て
い
る
。

問答

昭
和
20
年
８
月
15
日
、

日
本
の
無
条
件
降
伏

に
よ
り
大
東
亜
戦
争
は
終

結
。軍
人
、民
間
人
合
わ
せ

３
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ

る
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
67
年
、私
た
ち
は

戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
上
に
今
の
平
和
が

築
か
れ
て
い
る
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

し
、二
度
と
戦
争
を
繰
り
返

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。町
で
も
終

戦
記
念
日（
８
月
15
日
）の

正
午
に
は
サ
イ
レ
ン
の
合

図
で
平
和
を
祈
念
し
黙
と

う
を
さ
さ
げ
て
は
ど
う
か
。

（
町
長
）

町
民
の
皆
様
に
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

実
施
を
周
知
し
、戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
多
く
の
犠
牲

者
の
ご
冥
福
を
祈
り
、平
和

を
願
う
た
め
黙
と
う
の
勧

奨
を
行
い
た
い
。

問 御
冥
福
と
平
和
を
祈
り
黙
と
う
の
勧
奨
を
行
い
た
い

答

震
災
復
興
の
た
め
、

　
　

小
さ
く
て
も
息
の
長
い
支
援
を

問今
後
も
可
能
な
限
り
の
復
興
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

答

市原一広議員

（
町
長
）

こ
れ
ま
で
、職
員
の

派
遣
や
、義
援
金
、衣
類
の

寄
贈
な
ど
で
復
興
支
援
を

行
っ
て
き
た
。ま
た
住
民
か

ら
は
船
や
自
動
車
を
贈
ら

れ
た
り
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を

開
催
し
て
も
ら
っ
た
り
と

感
謝
し
て
い
る
。今
後
に
つ

い
て
も
可
能
な
限
り
復
興

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

長
洲
町
だ
か
ら
で
き

る
支
援
が
あ
る
と
思

う
。家
に
帰
れ
ず
仮
設
住
宅

で
過
ご
す
方
、学
校
で
多
く

の
友
を
失
い
な
が
ら
、仮
校

舎
で
勉
強
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
。町
の
特
産
で
あ
る

金
魚
が
、そ
の
人
た
ち
の
心

を
癒
し
、安
ら
げ
て
く
れ
る

の
で
は
と
思
う
が
。

（
町
長
）

提
案
い
た
だ
い
た
こ

と
、調
査
検
討
し
た
い
。

問

答

答

い
や
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一 般 質 問一 般 質 問

どこから飛んでくるのだろうか

ザ
ラ
ザ
ラ
の
犯
人
は
！！

　

調
査
を
県
に
要
望
し
て
い
る

野ざらしの空き家

町
内
に
廃
屋
、空
き

家
が
あ
ち
こ
ち
に
あ

る
。状
況
把
握
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

（
町
長
）

全
国
的
に
空
き
家
・

廃
屋
が
増
加
し
、安
心
な
ま

ち
づ
く
り
や
事
件
事
故
の

未
然
防
止
の
観
点
か
ら
も

そ
の
対
応
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。実
態
を
把
握

す
る
た
め
、平
成
22
年
度
区

長
協
力
の
も
と
、家
屋
の
所

在
地
、建
物
の
構
造
、居
住

の
可
能
性
に
つ
い
て
１
６

３
件
の
実
態
調
査
を
行
っ

た
。校
区
ご
と
の
内
訳
は
長

洲
１
０
３
件
、清
里
９
件
、

腹
赤
16
件
、六
栄
35
件
で
、

居
住
困
難
な
も
の
が
全
体

の
４
割
弱
で
、早
急
な
対
応

が
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

が
１
割
弱
あ
る
。空
き
家
は

す
ぐ
に
居
住
で
き
る
も
の
、

改
装
す
れ
ば
居
住
で
き
る

も
の
、解
体
を
要
す
る
も
の

等
形
態
は
様
々
で
あ
る
。居

住
可
能
な
も
の
は
、空
き
家

バ
ン
ク
の
登
録
や
解
体
が

必
要
な
も
の
は
条
例
整
備

な
ど
、定
住
促
進
の
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
空
き
家

の
形
態
に
基
づ
き
有
効
な

対
策
を
検
討
す
る
。危
険
な

空
き
家
や
廃
屋
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
所
有
者
を
調

査
し
連
絡
を
と
っ
て
適
正

な
管
理
を
行
う
。

他
の
市
町
村
で
は
条

例
制
定
も
進
ん
で
い

る
。町
の
考
え
は
ど
う
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

来
年
度
空
き
家
の

様
々
な
廃
屋
の
状
態
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
有
効
な

対
策
を
検
討
す
る
。

問答

問答

廃
屋
・
空
き
家
の
条
例
化
を
急
ぐ
こ
と

廃
屋
の
形
態
に
基
づ
き
有
効
な
対
策
を
検
討
す
る

答

空
中
飛
散
物
が
車
の

屋
根
と
か
ボ
ン
ネ
ッ

ト
へ
付
着
し
ザ
ラ
ザ
ラ
し

て
い
る
。

（
町
長
）

飛
散
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
塗
装
作
業
標
準
書

及
び
高
所
で
の
塗
装
作
業

中
の
防
止
対
策
手
順
書
に

基
づ
き
徹
底
し
た
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
る
。ま
た
塗

料
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
岸

壁
で
の
塗
装
は
船
の
デ
ッ

キ
の
上
塗
り
で
あ
り
そ
の

問

際
は
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
を

張
っ
て
作
業
し
て
い
る
。

車
に
付
着
す
る
物
質

が
な
ん
で
あ
る
か
調

べ
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た

め
に
は
、公
正
な
立
場
の
検

査
機
関
で
行
う
よ
う
に
県

に
依
頼
し
た
ら
ど
う
か
。

（
住
民
環
境
課
長
）

来
年
度
の
予
算
で
で

き
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。

（
町
長
）

第
３
者
機
関
を
活
用

す
る
。

問

答答

宮本哲太郎議員

答

ー
な
ぜ
撤
去
し
な
い
ー『
駅
周
辺
は
放
置
自
転
車
の
山
』

終
戦
記
念
日
の

　
　
　
　

８
月
15
日
に
は
黙
と
う
を

放
置
自
転
車
の
撤
去
等
に
関
す
る
条
例
の
整
備
を
急
ぎ
た
い

答

放置自転車の山

駅
は
陸
の
玄
関
口
で

あ
る
。そ
の
北
側
、南

側
の
駐
輪
場
に
は
放
置
自

転
車
が
山
の
よ
う
に
積
ん

で
あ
り
、３
〜
４
年
撤
去
さ

れ
な
い
ま
ま
の
状
態
だ
。な

ぜ
撤
去
し
な
い
の
か
。

（
町
長
）

現
在
ま
で
、北
側
南
側

と
も
明
確
な
駐
輪
場
と
し

て
の
位
置
づ
け
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、ま
た
管
理
も
北
側

は
Ｊ
Ｒ
、南
側
は
町
と
な
っ

て
お
り
、統
一
的
管
理
が
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

過
去
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
り
撤
去
活
動
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
あ
る
が
町
と

し
て
は
手
つ
か
ず
の
状
態

に
な
っ
て
い
た
。こ
の
こ
と

は
反
省
す
べ
き
で
あ
り
、今

後
は
駅
の
景
観
管
理
の
強

化
を
図
る
た
め
、禁
止
看
板

の
設
置
や
放
置
自
転
車
撤

去
等
に
関
す
る
条
例
の
整

備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
長
も
含
め
長
洲
駅

を
利
用
す
る
職
員
、

通
勤
で
毎
日
通
る
職
員
の

中
に
は
気
付
い
た
人
が
何

人
も
い
た
は
ず
だ
。落
書
き

の
問
題
も
そ
う
だ
が
何
年

も
ほ
っ
た
ら
か
し
に
す
る

の
で
は
な
く
、常
日
頃
か
ら

も
っ
と
問
題
意
識
を
持
つ

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）

明
確
に
所
管
す
る
課

も
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
質
問
が
あ
る
ま
で
気

付
か
な
か
っ
た
こ
と
は
反

省
を
し
て
い
る
。

問答

昭
和
20
年
８
月
15
日
、

日
本
の
無
条
件
降
伏

に
よ
り
大
東
亜
戦
争
は
終

結
。軍
人
、民
間
人
合
わ
せ

３
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ

る
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
67
年
、私
た
ち
は

戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
上
に
今
の
平
和
が

築
か
れ
て
い
る
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

し
、二
度
と
戦
争
を
繰
り
返

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。町
で
も
終

戦
記
念
日（
８
月
15
日
）の

正
午
に
は
サ
イ
レ
ン
の
合

図
で
平
和
を
祈
念
し
黙
と

う
を
さ
さ
げ
て
は
ど
う
か
。

（
町
長
）

町
民
の
皆
様
に
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

実
施
を
周
知
し
、戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
多
く
の
犠
牲

者
の
ご
冥
福
を
祈
り
、平
和

を
願
う
た
め
黙
と
う
の
勧

奨
を
行
い
た
い
。

問 御
冥
福
と
平
和
を
祈
り
黙
と
う
の
勧
奨
を
行
い
た
い

答

震
災
復
興
の
た
め
、

　
　

小
さ
く
て
も
息
の
長
い
支
援
を

問今
後
も
可
能
な
限
り
の
復
興
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

答

市原一広議員

（
町
長
）

こ
れ
ま
で
、職
員
の

派
遣
や
、義
援
金
、衣
類
の

寄
贈
な
ど
で
復
興
支
援
を

行
っ
て
き
た
。ま
た
住
民
か

ら
は
船
や
自
動
車
を
贈
ら

れ
た
り
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を

開
催
し
て
も
ら
っ
た
り
と

感
謝
し
て
い
る
。今
後
に
つ

い
て
も
可
能
な
限
り
復
興

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

長
洲
町
だ
か
ら
で
き

る
支
援
が
あ
る
と
思

う
。家
に
帰
れ
ず
仮
設
住
宅

で
過
ご
す
方
、学
校
で
多
く

の
友
を
失
い
な
が
ら
、仮
校

舎
で
勉
強
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
。町
の
特
産
で
あ
る

金
魚
が
、そ
の
人
た
ち
の
心

を
癒
し
、安
ら
げ
て
く
れ
る

の
で
は
と
思
う
が
。

（
町
長
）

提
案
い
た
だ
い
た
こ

と
、調
査
検
討
し
た
い
。

問

答

答

い
や
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一 般 質 問一 般 質 問

答

徳永範昭議員

河
川
に
設
置
の
堰
の
管
理
は

せ
き

地
元
の
水
利
組
合
が
基
本

金
魚
等
の
内
水
面
養
殖
業
振
興
策
の
成
果
は

養
魚
組
合
と
宣
伝
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る

答

池上滿則議員

早期の活用を！！ 冷水池改修工事

町
長
に
就
任
以
来
、

内
水
面
養
殖
業
の
振

興
策
の
成
果
は
。

（
町
長
）

金
魚
の
館
で
金
魚
の

展
示
や
生
産
者
の
紹
介
を

行
い
、金
魚
と
鯉
の
郷
ま
つ

り
で
は
金
魚
の
販
売
と
品

評
会
を
行
い
、各
地
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
養
魚
組

合
と
共
に
長
洲
金
魚
の
宣

伝
、Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
き

た
。一
方
金
魚
生
産
地
を
守

り
続
け
る
上
で
、生
産
者
の

育
成
が
緊
急
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。そ
こ
で
、25
年

度
に
農
林
水
産
課
を
設
け

支
援
体
制
の
拡
充
策
を
取

る
。

金
魚
村
を
活
用
し
た

成
果
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

目
的
で
あ
る
品
種
改

良
と
か
生
産
を
補
う
こ
と

に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
う
な
っ
た
原
因
は

何
か
、何
も
対
応
し

て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

そ
う
指
摘
さ
れ
れ
ば

そ
う
な
る
。

金
魚
村
の
設
立
趣
旨
、

目
的
は
金
魚
養
殖
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
、

ま
た
大
変
重
要
な
施
設
で

あ
り
、そ
こ
に
至
る
よ
う
に

導
く
施
策
は
町
長
の
手
腕

に
か
か
っ
て
い
る
。民
間
で

は
施
設
を
持
っ
て
い
な
が
ら

利
用
し
な
い
と
い
う
事
は
考

え
ら
れ
な
い
。町
長
が
宣
伝
、

Ｐ
Ｒ
に
対
す
る
や
る
気
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
か
ら

は
生
産
現
場
に
も
取
り
組
ん

で
い
か
な
い
と
、金
魚
み
こ

し
は
あ
る
け
ど
泳
い
で
い
る

金
魚
は
見
当
た
ら
な
く
な
る

と
言
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
歯
止
め
を
か
け
る
の
は
町

長
の
努
め
で
は
。

（
町
長
）

養
魚
組
合
長
に
長
洲

生
ま
れ
の
新
し
い
金
魚
が

で
き
な
い
か
な
ど
の
調
査

費
や
研
究
費
を
付
け
る
と

提
案
し
て
い
る
。ま
た
民
間

の
方
に
金
魚
村
で
組
合
と

一
緒
に
新
し
い
養
魚
を
つ

く
る
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、

長
洲
の
金
魚
の
振
興
の
た

め
に
は
金
魚
村
で
生
産
し

て
い
く
こ
と
が
一
番
で
あ

り
、今
後
も
努
力
を
す
る
。

宣
伝
、Ｐ
Ｒ
の
施
策

で
、金
魚
の
館
の
中

に
は
養
魚
組
合
員
だ
け
の

生
産
者
を
紹
介
し
て
い
る
。

公
共
施
設
に
お
い
て
非
組

合
員
の
生
産
者
を
除
外
す

る
の
は
公
平
平
等
の
取
扱

い
で
は
な
い
。３
月
定
例
会

議
で
指
摘
し
て
い
る
。ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

組
合
の
集
り
の
場
で

相
談
し
た
が
十
分
な
理
解

を
得
ら
れ
ず
現
在
も
従
来

通
り
と
な
っ
て
い
る
。

問答問答

問問 答

問 答

答

堰
の
寿
命
対
策
は
ど
う
な
の
か

財
政
措
置
も
検
討
す
る

菜
切
川
、浦
川
、宮
崎

川
や
そ
の
他
の
用
水

路
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る

堰
は
ど
の
よ
う
に
管
理
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）

現
在
、堰
は
菜
切
川

に
４
か
所
、浦
川
に
１
か
所
、

宮
崎
川
に
７
か
所
設
置
さ

れ
て
お
り
、そ
の
他
の
用
水

路
に
お
い
て
も
、相
当
数
の

堰
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
堰
は
、

す
べ
て
地
元
の
水
利
組
合

等
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、十

分
な
管
理
が
で
き
な
い
場

合
、町
か
ら
の
単
費
の
補
助

制
度
と
し
て
、水
利
組
合
等

の
２
人
以
上
の
農
業
者
の

団
体
が
行
う
も
の
で
、修
繕

等
の
総
事
業
費
が
10
万
円

以
上
の
場
合
、長
洲
町
農
業

振
興
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
き
事
業
者
の
１
／
２

以
内
の
交
付
と
な
っ
て
い

る
が
、財
政
が
厳
し
く
な
っ

た
た
め
、平
成
20
年
度
か
ら

１
／
４
の
補
助
金
交
付
と

し
て
い
る
。堰
の
管
理
は
地

元
水
利
組
合
等
が
さ
れ
る

の
が
基
本
で
あ
る
が
、何
ら

か
の
理
由
で
修
繕
等
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、早

め
の
相
談
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、堰
の
長
寿
命
化
対

策
を
行
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

問答

堰
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、町
が
指
導
的

役
割
を
は
た
せ
ば
堰
の
寿

命
に
も
関
係
す
る
と
思
う
。

ま
た
町
か
ら
の
補
助
額
の

変
更
は
。

（
町
長
）

農
業
振
興
を
も
っ
と

進
め
て
い
く
に
は
、今
は
湛

水
防
除
、機
器
の
更
新
、50

年
近
い
ポ
ン
プ
も
あ
り
、ま

た
風
船
堰
の
修
理
、た
め
池

の
整
備
、あ
る
い
は
玉
名
平

野
の
白
石
堰
の
改
修
等
、農

業
従
事
者
に
対
す
る
御
負

担
が
出
て
く
る
。本
町
の
農

業
を
振
興
す
る
た
め
に
は
、

国
ま
た
は
県
、そ
し
て
町
の

農
業
従
事
者
に
対
す
る
補

助
も
見
直
し
て
い
か
な
け

問

れ
ば
、受
給
率
40
％
を
切

る
と
危
惧
し
て
い
る
。本
町

に
お
い
て
も
、本
当
に
財
政

赤
字
、下
水
道
の
赤
字
が

解
消
さ
れ
た
26
年
度
以
降

は
、10
万
円
以
上
の
場
合
、

１
／
２
以
内
の
補
助
金
と

い
う
こ
と
を
見
据
え
て
、今

後
財
政
措
置
も
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答

堰はいつまで耐えられるか
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一 般 質 問一 般 質 問

答

徳永範昭議員

河
川
に
設
置
の
堰
の
管
理
は

せ
き

地
元
の
水
利
組
合
が
基
本

金
魚
等
の
内
水
面
養
殖
業
振
興
策
の
成
果
は

養
魚
組
合
と
宣
伝
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る

答

池上滿則議員

早期の活用を！！ 冷水池改修工事

町
長
に
就
任
以
来
、

内
水
面
養
殖
業
の
振

興
策
の
成
果
は
。

（
町
長
）

金
魚
の
館
で
金
魚
の

展
示
や
生
産
者
の
紹
介
を

行
い
、金
魚
と
鯉
の
郷
ま
つ

り
で
は
金
魚
の
販
売
と
品

評
会
を
行
い
、各
地
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
養
魚
組

合
と
共
に
長
洲
金
魚
の
宣

伝
、Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
き

た
。一
方
金
魚
生
産
地
を
守

り
続
け
る
上
で
、生
産
者
の

育
成
が
緊
急
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。そ
こ
で
、25
年

度
に
農
林
水
産
課
を
設
け

支
援
体
制
の
拡
充
策
を
取

る
。

金
魚
村
を
活
用
し
た

成
果
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

目
的
で
あ
る
品
種
改

良
と
か
生
産
を
補
う
こ
と

に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
う
な
っ
た
原
因
は

何
か
、何
も
対
応
し

て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

そ
う
指
摘
さ
れ
れ
ば

そ
う
な
る
。

金
魚
村
の
設
立
趣
旨
、

目
的
は
金
魚
養
殖
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
、

ま
た
大
変
重
要
な
施
設
で

あ
り
、そ
こ
に
至
る
よ
う
に

導
く
施
策
は
町
長
の
手
腕

に
か
か
っ
て
い
る
。民
間
で

は
施
設
を
持
っ
て
い
な
が
ら

利
用
し
な
い
と
い
う
事
は
考

え
ら
れ
な
い
。町
長
が
宣
伝
、

Ｐ
Ｒ
に
対
す
る
や
る
気
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
か
ら

は
生
産
現
場
に
も
取
り
組
ん

で
い
か
な
い
と
、金
魚
み
こ

し
は
あ
る
け
ど
泳
い
で
い
る

金
魚
は
見
当
た
ら
な
く
な
る

と
言
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
歯
止
め
を
か
け
る
の
は
町

長
の
努
め
で
は
。

（
町
長
）

養
魚
組
合
長
に
長
洲

生
ま
れ
の
新
し
い
金
魚
が

で
き
な
い
か
な
ど
の
調
査

費
や
研
究
費
を
付
け
る
と

提
案
し
て
い
る
。ま
た
民
間

の
方
に
金
魚
村
で
組
合
と

一
緒
に
新
し
い
養
魚
を
つ

く
る
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、

長
洲
の
金
魚
の
振
興
の
た

め
に
は
金
魚
村
で
生
産
し

て
い
く
こ
と
が
一
番
で
あ

り
、今
後
も
努
力
を
す
る
。

宣
伝
、Ｐ
Ｒ
の
施
策

で
、金
魚
の
館
の
中

に
は
養
魚
組
合
員
だ
け
の

生
産
者
を
紹
介
し
て
い
る
。

公
共
施
設
に
お
い
て
非
組

合
員
の
生
産
者
を
除
外
す

る
の
は
公
平
平
等
の
取
扱

い
で
は
な
い
。３
月
定
例
会

議
で
指
摘
し
て
い
る
。ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

組
合
の
集
り
の
場
で

相
談
し
た
が
十
分
な
理
解

を
得
ら
れ
ず
現
在
も
従
来

通
り
と
な
っ
て
い
る
。

問答問答

問問 答

問 答

答

堰
の
寿
命
対
策
は
ど
う
な
の
か

財
政
措
置
も
検
討
す
る

菜
切
川
、浦
川
、宮
崎

川
や
そ
の
他
の
用
水

路
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る

堰
は
ど
の
よ
う
に
管
理
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）

現
在
、堰
は
菜
切
川

に
４
か
所
、浦
川
に
１
か
所
、

宮
崎
川
に
７
か
所
設
置
さ

れ
て
お
り
、そ
の
他
の
用
水

路
に
お
い
て
も
、相
当
数
の

堰
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
堰
は
、

す
べ
て
地
元
の
水
利
組
合

等
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、十

分
な
管
理
が
で
き
な
い
場

合
、町
か
ら
の
単
費
の
補
助

制
度
と
し
て
、水
利
組
合
等

の
２
人
以
上
の
農
業
者
の

団
体
が
行
う
も
の
で
、修
繕

等
の
総
事
業
費
が
10
万
円

以
上
の
場
合
、長
洲
町
農
業

振
興
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
き
事
業
者
の
１
／
２

以
内
の
交
付
と
な
っ
て
い

る
が
、財
政
が
厳
し
く
な
っ

た
た
め
、平
成
20
年
度
か
ら

１
／
４
の
補
助
金
交
付
と

し
て
い
る
。堰
の
管
理
は
地

元
水
利
組
合
等
が
さ
れ
る

の
が
基
本
で
あ
る
が
、何
ら

か
の
理
由
で
修
繕
等
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、早

め
の
相
談
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、堰
の
長
寿
命
化
対

策
を
行
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

問答

堰
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、町
が
指
導
的

役
割
を
は
た
せ
ば
堰
の
寿

命
に
も
関
係
す
る
と
思
う
。

ま
た
町
か
ら
の
補
助
額
の

変
更
は
。

（
町
長
）

農
業
振
興
を
も
っ
と

進
め
て
い
く
に
は
、今
は
湛

水
防
除
、機
器
の
更
新
、50

年
近
い
ポ
ン
プ
も
あ
り
、ま

た
風
船
堰
の
修
理
、た
め
池

の
整
備
、あ
る
い
は
玉
名
平

野
の
白
石
堰
の
改
修
等
、農

業
従
事
者
に
対
す
る
御
負

担
が
出
て
く
る
。本
町
の
農

業
を
振
興
す
る
た
め
に
は
、

国
ま
た
は
県
、そ
し
て
町
の

農
業
従
事
者
に
対
す
る
補

助
も
見
直
し
て
い
か
な
け

問

れ
ば
、受
給
率
40
％
を
切

る
と
危
惧
し
て
い
る
。本
町

に
お
い
て
も
、本
当
に
財
政

赤
字
、下
水
道
の
赤
字
が

解
消
さ
れ
た
26
年
度
以
降

は
、10
万
円
以
上
の
場
合
、

１
／
２
以
内
の
補
助
金
と

い
う
こ
と
を
見
据
え
て
、今

後
財
政
措
置
も
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答

堰はいつまで耐えられるか
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一 般 質 問一 般 質 問

保育指南書

保
育
の
基
本
は
、乳

幼
児
の
保
育
者
で
あ

る
父
母
等
が
、就
労
な
ど
の

理
由
で
家
庭
に
お
け
る
保

育
に
欠
け
る
場
合
、保
育
所

に
お
い
て
そ
の
保
育
に
欠

け
た
部
分
を
養
育
す
る
も

の
で
あ
り
、保
育
所
保
育
の

特
性
で
あ
る
養
護
的
働
き

と
教
育
的
働
き
を
不
可
分

一
体
と
し
て
、子
ど
も
が
今

を
最
も
よ
く
生
き
、望
ま
し

い
未
来
を
つ
く
り
出
す
力

を
培
う
こ
と
と
、生
き
る
喜

び
と
困
難
な
状
況
へ
の
対

処
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
、

つ
ま
り
学
校
教
育
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
教

育
要
領
の
幼
稚
園
教
育
の

目
標
と
共
通
で
あ
る「
生
き

る
力
」を
最
終
目
標
と
し
て
、

教
育
的
要
素
も
含
ん
で
、す

で
に
実
践
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。保
育
行
政
か

ら
教
育
行
政
へ
の
脱
皮
だ

と
言
わ
れ
た
が
そ
の
内
容

は
。

（
町
長
）

保
育
所
は
、養
護
と

教
育
を
一
体
的
に
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
な
っ
て
お
り
、教
育
に

か
か
わ
る
５
領
域「
健
康
」

「
人
間
関
係
」「
環
境
」「
言

葉
」「
表
現
」で
構
成
さ
れ
て

お
り
、幼
稚
園
教
育
要
綱
に

規
定
さ
れ
た
内
容
と
ほ
ぼ

共
通
で
あ
り
、保
育
指
針
を

踏
ま
え
て
、こ
れ
ま
で
の
保

育
を
実
施
し
、子
ど
も
の
健

や
か
な
発
達
の
た
め
に
援

助
を
行
っ
て
い
く
。

問

答

保
育
行
政
か
ら
教
育
行
政
へ
の
脱
皮
と
は
、そ
の
内
容
は

保
育
所
に
お
い
て
、

学
校
教
育
に
基
づ
く

教
育
・
保
育
と
言
わ
れ
た
が
、

保
育
所
は
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
児
童
福
祉
施
設
で

あ
っ
て
児
童
福
祉
法
と
学

校
教
育
法
は
違
う
の
で
は

な
い
か
。

問

（
町
長
）

保
育
と
い
う
の
も
、

幼
稚
園
教
育
の
内
容
に
準

じ
た
中
身
を
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
。

公
立
と
私
立
保
育
所

と
比
較
で
、学
力
面

と
体
力
面
で
の
違
い
を
痛

感
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た

が
、比
べ
る
基
準
を
示
し
て
、

調
査
し
た
う
え
で
の
発
言

か
。

（
町
長
）

正
し
い
統
計
と
か
は

な
い
が
、今
ま
で
こ
う
い
っ

た
町
の
保
育
園
と
民
間
保

育
園
と
比
べ
て
、い
ろ
ん
な

面
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
的
に

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
多

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

答

中
逸
町
長
の
１
期
４
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
は

次
期
町
長
選
挙
に

　
　
　
　
　
　

出
馬
さ
れ
る
の
か
？

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
一
体
と
な
っ
た
町
政
運
営
が
で
き
た

答

新しく運行開始したきんぎょタクシー 楽しい保育所

出馬を表明する中逸町長

こ
の
１
期
４
年
を
振

り
返
り
、こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
に
つ
い
て
、町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。（

町
長
）

町
民
の
皆

様
の
協
力
に
よ

り
、
約
20
億
円

あ
っ
た
公
共
下

水
道
特
別
会
計

の
赤
字
解
消
の

目
途
が
つ
け
ら

れ
た
。金
魚
の
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
、各

行
政
区
の
介
護

予
防
拠
点
施
設

の
整
備
、
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー

の
運
行
開
始
と

い
っ
た
こ
と
も

取
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
。

「
下
水
道
の
赤
字
解
消

に
目
途
が
つ
い
た
」と

説
明
さ
れ
た
が
、平
成
26
年

度
を
持
っ
て
確
実
に
解
消

で
き
る
の
か
。赤
字
解
消
に

つ
い
て
、町
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）

26
年
度
に
必
ず
全
額

解
消
し
、町
の
財
政
健
全
化

を
図
り
、町
民
の
皆
さ
ん
に

安
心
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

「
お
金
が
な
い
の
で
事

業
が
で
き
な
い
」と

い
っ
た
風
潮
が
町
中
に
溢

れ
て
た
。し
か
し
、「
お
金
が

な
い
」と
言
い
な
が
ら
も
い

ろ
い
ろ
な
事
業
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。ど
の
よ
う
に
財

源
を
確
保
し
た
の
か
。

（
町
長
）

「
お
金
が
な
い
な
ら

知
恵
を
出
す
。」「
そ
の
知
恵

は
、国
や
県
あ
る
い
は
民
間

に
あ
る
」と
考
え
、あ
ら
ゆ

る
人
脈
を
通
じ
、町
の
交
付

金
や
補
助
金
等
を
ふ
や
し

て
も
ら
え
る
よ
う
鋭
意
努

力
し
て
き
た
。関
係
者
へ
の

要
望
活
動
や
事
業
実
施
に

向
け
た
各
調
整
を
行
い
、国
、

県
の
補
助
金
、交
付
金
を
活

用
し
各
種
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。

問

問

答

平
成
25
年
度
は
町
長

選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。

町
民
の
大
勢
が「
２
期
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と

の
声
が
あ
る
。こ
の
期
待
に

応
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
、

次
期
町
長
選
挙
に
つ
い
て
、

町
長
は
、出
馬
さ
れ
る
の
か

ど
う
か
伺
う
。

（
町
長
）

残
さ
れ
た
課
題
は
た

く
さ
ん
あ
る
。少
子
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
、人
口
が
減

少
す
る
な
か
、子
育
て
支
援

を
含
め
た
定
住
化
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
対
応
、

安
心
・
安
全
な
町
へ
の
対
応

等
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
経

験
や
培
っ
た
人
脈
を
生
か

し
、残
さ
れ
た
行
政
課
題
や

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
施
策

に
全
霊
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
強
い
使
命
感
を

持
っ
て
再
度
、
長
洲
町
の

「
舵
取
り
役
」を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 強
い
使
命
感
を
持
っ
て
再
度

 

長
洲
町
の「
舵
取
り
役
」を
担
い
た
い

答

問 答

答

吉田　正議員 福永栄助議員

保
育
所
に
お
け
る
、

学
校
教
育
に
基
づ
く
教
育
・
保
育
と
は

答

問
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一 般 質 問一 般 質 問

保育指南書

保
育
の
基
本
は
、乳

幼
児
の
保
育
者
で
あ

る
父
母
等
が
、就
労
な
ど
の

理
由
で
家
庭
に
お
け
る
保

育
に
欠
け
る
場
合
、保
育
所

に
お
い
て
そ
の
保
育
に
欠

け
た
部
分
を
養
育
す
る
も

の
で
あ
り
、保
育
所
保
育
の

特
性
で
あ
る
養
護
的
働
き

と
教
育
的
働
き
を
不
可
分

一
体
と
し
て
、子
ど
も
が
今

を
最
も
よ
く
生
き
、望
ま
し

い
未
来
を
つ
く
り
出
す
力

を
培
う
こ
と
と
、生
き
る
喜

び
と
困
難
な
状
況
へ
の
対

処
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
、

つ
ま
り
学
校
教
育
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
教

育
要
領
の
幼
稚
園
教
育
の

目
標
と
共
通
で
あ
る「
生
き

る
力
」を
最
終
目
標
と
し
て
、

教
育
的
要
素
も
含
ん
で
、す

で
に
実
践
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。保
育
行
政
か

ら
教
育
行
政
へ
の
脱
皮
だ

と
言
わ
れ
た
が
そ
の
内
容

は
。

（
町
長
）

保
育
所
は
、養
護
と

教
育
を
一
体
的
に
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
な
っ
て
お
り
、教
育
に

か
か
わ
る
５
領
域「
健
康
」

「
人
間
関
係
」「
環
境
」「
言

葉
」「
表
現
」で
構
成
さ
れ
て

お
り
、幼
稚
園
教
育
要
綱
に

規
定
さ
れ
た
内
容
と
ほ
ぼ

共
通
で
あ
り
、保
育
指
針
を

踏
ま
え
て
、こ
れ
ま
で
の
保

育
を
実
施
し
、子
ど
も
の
健

や
か
な
発
達
の
た
め
に
援

助
を
行
っ
て
い
く
。

問

答

保
育
行
政
か
ら
教
育
行
政
へ
の
脱
皮
と
は
、そ
の
内
容
は

保
育
所
に
お
い
て
、

学
校
教
育
に
基
づ
く

教
育
・
保
育
と
言
わ
れ
た
が
、

保
育
所
は
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
児
童
福
祉
施
設
で

あ
っ
て
児
童
福
祉
法
と
学

校
教
育
法
は
違
う
の
で
は

な
い
か
。

問

（
町
長
）

保
育
と
い
う
の
も
、

幼
稚
園
教
育
の
内
容
に
準

じ
た
中
身
を
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
。

公
立
と
私
立
保
育
所

と
比
較
で
、学
力
面

と
体
力
面
で
の
違
い
を
痛

感
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た

が
、比
べ
る
基
準
を
示
し
て
、

調
査
し
た
う
え
で
の
発
言

か
。

（
町
長
）

正
し
い
統
計
と
か
は

な
い
が
、今
ま
で
こ
う
い
っ

た
町
の
保
育
園
と
民
間
保

育
園
と
比
べ
て
、い
ろ
ん
な

面
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
的
に

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
多

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

答

中
逸
町
長
の
１
期
４
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
は

次
期
町
長
選
挙
に

　
　
　
　
　
　

出
馬
さ
れ
る
の
か
？

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
一
体
と
な
っ
た
町
政
運
営
が
で
き
た

答

新しく運行開始したきんぎょタクシー 楽しい保育所

出馬を表明する中逸町長

こ
の
１
期
４
年
を
振

り
返
り
、こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
に
つ
い
て
、町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。（

町
長
）

町
民
の
皆

様
の
協
力
に
よ

り
、
約
20
億
円

あ
っ
た
公
共
下

水
道
特
別
会
計

の
赤
字
解
消
の

目
途
が
つ
け
ら

れ
た
。金
魚
の
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
、各

行
政
区
の
介
護

予
防
拠
点
施
設

の
整
備
、
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー

の
運
行
開
始
と

い
っ
た
こ
と
も

取
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
。

「
下
水
道
の
赤
字
解
消

に
目
途
が
つ
い
た
」と

説
明
さ
れ
た
が
、平
成
26
年

度
を
持
っ
て
確
実
に
解
消

で
き
る
の
か
。赤
字
解
消
に

つ
い
て
、町
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）

26
年
度
に
必
ず
全
額

解
消
し
、町
の
財
政
健
全
化

を
図
り
、町
民
の
皆
さ
ん
に

安
心
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

「
お
金
が
な
い
の
で
事

業
が
で
き
な
い
」と

い
っ
た
風
潮
が
町
中
に
溢

れ
て
た
。し
か
し
、「
お
金
が

な
い
」と
言
い
な
が
ら
も
い

ろ
い
ろ
な
事
業
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。ど
の
よ
う
に
財

源
を
確
保
し
た
の
か
。

（
町
長
）

「
お
金
が
な
い
な
ら

知
恵
を
出
す
。」「
そ
の
知
恵

は
、国
や
県
あ
る
い
は
民
間

に
あ
る
」と
考
え
、あ
ら
ゆ

る
人
脈
を
通
じ
、町
の
交
付

金
や
補
助
金
等
を
ふ
や
し

て
も
ら
え
る
よ
う
鋭
意
努

力
し
て
き
た
。関
係
者
へ
の

要
望
活
動
や
事
業
実
施
に

向
け
た
各
調
整
を
行
い
、国
、

県
の
補
助
金
、交
付
金
を
活

用
し
各
種
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。

問

問

答

平
成
25
年
度
は
町
長

選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。

町
民
の
大
勢
が「
２
期
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と

の
声
が
あ
る
。こ
の
期
待
に

応
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
、

次
期
町
長
選
挙
に
つ
い
て
、

町
長
は
、出
馬
さ
れ
る
の
か

ど
う
か
伺
う
。

（
町
長
）

残
さ
れ
た
課
題
は
た

く
さ
ん
あ
る
。少
子
高
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上
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で
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に
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代
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次
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助
費
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い
て
れ
さ
施

に
成

は
て
い
つ
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後
以
歳

生
年
３
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高

の
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の
で
ま
歳

療
医

少
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す
成
助
を
費

医
年

て
せ
併
も
成
助
費
療
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る
い
て
れ
さ
施
実は

15

支
に
も
ど
子
の
で
ま
歳

   

の
ど
な
費
食
給
や
料
育
保

可
も
い
払
支
の
費
経
成
育

付
交、
で
と
こ
う
い
と
能

率

99
・

用
利、
％
０

率
99
・

％
７

て
育
子
の
て
べ
す
ぼ
ほ
で

利
を
度
制
に
効
有
が
帯
世

育
代
世
次。
る
い
て
れ
さ
用

の
て
建
戸
１、
は
宅
住
成

町

住
営

宅
22

、
し
設
建
を
棟

の
そ

う
ち
15

が
帯
世
て
育
子
を
棟

る
き
で
居
入
に
的
先
優

措

。
た
い
て
れ
ら
と
を
置

育
保
北
立
町
の
町
奈
伊

　

に
か
な
の
所
育
保、
は
で
所

童
児、
設
施
園
通
児
害
障
び

お
て
れ
さ
設
併
が
ブ
ラ
ク

る
あ
の
み
か
温
で
造
木、
り

他、
ど
な
る
取
を
食
給
で
員

見
り
ま
あ
は
に
所
育
保
の

○子ども一人につき月1万
円のクーポンを支給(保
育料や給食費の支払いも
可能)

○高校3年生までの医療費
を助成

○75歳以上の高齢者の医療
費の無料化並びに人間
ドック受診料の無料化

○ガン治療費の無料化

○子育て世帯に町営住宅を
提供する次世代育成住宅

【日の出町の実施施策】

さ
な
が
み
組
取
い
な
れ
ら

所
育
保、
た
ま。
た
い
て
れ

る
あ
に
か
な
の
街
宅
住
が

前
所
育
保、
で
と
こ
う
い
と

さ
に
行
通
方
一
を
路
道
の

め
た
の
児
園、
り
た
い
て
れ

さ
な
が
夫
工
な
か
や
細
に

。
た
い
て
れ

る
あ
で
所
育
保
の
立
私

　

セ
援
支
て
育
子、
も
で
園
奈

お
て
れ
さ
出
貸
を
屋
部
に

児
後
病
・
児
病、
た
ま、
り

、
れ
さ
設
併
も
設
施
育
保

万、
し
置
配
を
師
護
看、
は

も
制
体
援
支
の
際
の
一
が

。
た
い
て
れ
さ
立
確

増
の
口
人、
は
で
町
奈
伊

　

ネ
や
安
不
児
育、
い
伴
に
加

加
増
が
況
状
の
ト
ク
レ
グ

づ
基
に
れ
そ、
り
あ
に
向
傾

、
め
た
る
え
応
に
等
望
要
く

。
た
れ
ら
お
で
ん
組
り
取

つ

せ

し

く

い

ほ
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　長洲町議会だよりは、昭和58年に創刊し、これまでに111号を発行してき

ました。今までは、広報委員または議員で表紙写真を撮影し、掲載してきま

したが、より身近な「ながす議会だより潮さい」への取り組みのーつとして、

次回の議会だより（平成25年５月15日発行予定）から、「表紙写真」を募集

いたします。皆様のお力添えをお願いいたします。

・写真は、長洲町内で撮影したものに限ります。

・応募作品は、お一人１作品までとします。

・応募写真は、人物・風景等は問いません。ただし、画像処理

（合成写真含む。）したものは不可とします。

・撮影者自身に著作権のある未発表・未公開のオリジナル作品

（他の写真展等で入選等された作品は応募できません。）と

します。

・応募写真には、撮影者（ハンドルネーム可。ただし、必ず本名

も記載してください。）と撮影年月日、作品のタイトルと作品

の説明を添えてください。

・被写体が人物の場合は、必ず被写体本人又は保護者の承諾

を得て応募してください。他人の著作権、肖像権、その他一

切の権利に関するトラブルが生じた場合の責任は、一切負い

かねますのであらかじめご了承願います。

・応募された作品は原則としてお返しできませんので、あらかじめご了承ください。

・応募作品は編集の都合上、トリミングを行う場合がありますので、あらかじめご了承ください。

・採用作品の著作権は、町議会広報調査特別委員会に帰属します。

議会だより潮さいの表紙写真募集

募集内容　表紙写真のテーマ　「ながすまちの春」

応募資格　応募資格に制限はありません。

注意事項

・随時募集しております。

・応募先

　郵便番号　869-0198 玉名郡長洲町大字長洲2766

　長洲町議会広報調査特別委員会あて

　メールアドレス　giji@town.nagasu.lg.jp

・問い合わせ先　長洲町議会事務局　電話 0968-78-3291

応募・問い合わせ先
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　ボーイスカウト長洲第１団は、昭和39年に発
団しもうすぐ50年を迎えます。現在、行政や企
業、地域社会において中核を担うスカウトや指
導者経験者の人材を多く輩出してきました。
　ボーイスカウト運動はモットーを「備えよ常
に」、スローガン「日日の善行」を掲げ、青少年が
自らの健康を築き、社会に奉仕できる能力と人
生に役立つ技能を体得し、誠実、勇気、自信及
び国際愛と人道主義を把握し、実践できるよう
小学校入学前の園児から高校生までが、研修を
受けた情熱を持つ指導者のもと日々活動をい
たしております。残念ながらスカウトが少子化と
部活動の関係で年々減少しているのが現状で
す。この機会にこの素晴らしい活動に参加して
みませんか。
問い合わせ先
団委員長　入口　秀記　0968-78-3290
団事務局　福島　正照　0968-78-4097

町民の声傍聴
席から一言傍聴
席から一言 町民の声

町民のひろば町民のひろば町民のひろば

　今回の町議会傍聴のきっかけは、ある町内
の道路の件で、道路行政の遅れを感じる事例
があったことと、空き家についての質疑がある
ということで、初めての議会傍聴となりました。
議会を傍聴しての感想は、傍聴者が少ないこ
とと、町議の方の質問に対し、執行部側の準備
不足と対応のスピードが欠けているように感
じました。保育園から小・中学校まで各種の課
題があるようですが、子どもは赤ちゃんの時か
ら、五感を通して教育を受けているわけです
から、形容詞的なビジョンや法律論にかかわ
らずに、教育で県下No.１を実現する為、具体
的な方向性・施策を論議して欲しいと思いま
す。高齢化と人口減少が進む中、定住化促進
と空き家対策は、町の活力向上と下水道収入
の改善策になると思います。これからも、議会と
行政が切磋琢磨して、町民目線での議論を切
に望みたいと思います。

上田　勉さん（葛輪区）

　

郵
便
受
け
に
は
手
紙
や

は
が
き
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他
に
自
動
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収
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や
広
告
等
の
も

の
が
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
用
件
別
に
分
類
し

て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
領
収
書
は
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と
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５
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と
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お
く
。

手
紙
や
は
が
き
で
返
事
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必
要
と
す
る
も
の
、
案
内

状
な
ど
内
容
別
に
月
ご
と

年
ご
と
に
ま
と
め
て
保
存

す
る
。
整
理
整
頓
は
大
切

な
こ
と
で
す
。「
議
会
だ
よ

り
」
も
文
言
や
レ
イ
ア
ウ

ト
を
整
理
し
読
み
や
す
く

し
ま
す
。

（
宮
本
）

ひ
と
言

ひ
と
言

１月13日 消防出初式 腹赤小学校１月13日 消防出初式 腹赤小学校

ボーイスカウト長洲第１団

進め　ちびっ子消防団
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